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はじめに 

 
 2016年4月の熊本地震で亡くなられた方々にお悔やみ申し上げますとともに、
被災されました皆様にお見舞い申し上げます。 
 この地震では、地震断層に沿う地域で甚大な被害が発生しました。また、火山
噴出物で覆われた阿蘇地域では多数の土砂災害が発生し、多くの犠牲者が出まし
た。そして、この地震の影響で活動活発化が懸念された阿蘇火山は、地震の半年
後に噴火し、観測史上最大の噴煙高度が記録され、遠くは四国でも降灰が観測さ
れました。 
 本講演会では、この地域で地震や火山活動を生み出す背景はなにか、熊本地震
やその後の阿蘇山噴火に至る過程で何が起こったのか、阿蘇火山の今後の噴火活
動はどうなるのか、などについてこれまでの研究で明らかにされてきたことを紹
介します。 
 この講演会によって皆様の地震・火山噴火現象に対する理解が深まり、ひいて
は防災意識向上の機会となれば幸いです。 
 
 

2017 年9 月24 日 
 

日本火山学会2017 年秋季大会実行委員長 
日本火山学会学校教育委員会委員長 

 
大 倉  敬 宏 
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ははじじめめにに：：  
	 2016 年 4 月には、熊本地震が発生し、阿蘇
火山では、約 20年ぶりのマグマ性噴火が 2014
年 11月に発生し、約 40年ぶりの爆発的噴火が
2016年 10月に発生しました。このように最近
の中部九州は自然災害を引き起こすような地

震・火山活動が頻発している状況が続いていま

す。ここでは、これらの活動を引き起こした場

所の数十万オーダーの長期間にわたる大地の運

動について、またこの間の九州の地震・火山活

動を考えてみます。 
 
火火山山活活動動とと地地震震活活動動：：そそれれををつつななぐぐテテククトトニニクク

スス  
テクトニクスは地殻の構造や物性および、そ

の時間を通しての進化をコントロールするプロ

セスです。また、地震や火山活動を理解するた

めの基本的な枠組みです。 
大地（地殻）にはいろいろの力がかかります。

その力と対応して応力（ストレス：物体の内部

に生じる力の大きさや作用方向を表現するため

に用いられる物理量で、物体の変形や破壊など

に対する負担の大きさを検討するのに用いられ

る。）が生じます。大地のストレスの状態により、

地震活動や火山活動が生じると考えられます。

このような応力の状態と変遷もふくめて、大地

の成り立ちを考える鍵がテクトニクスという言

葉に含まれています。 
 
九九州州はは本本当当にに開開いいてていいるるかか？？：：  
	 かなり以前だと思いますが、九州の新聞に大

きく““九九州州はは開開いいてていいるる””という記事が掲載さ

れました。現在の九州が南北に開いているとい

う概念は、別府―島原地溝（松本、1979など）
という魅力的な考えが大きくその成立に影響を

与えてきました。それは、全体として重力負異

常分布の情報、正断層の密な分布、測地・測量

の観測データの解析、火山の配列などから考え

られてきました。しかし、最近の GPS の成果
でもみられるように、広い領域で南北に単純に

開いているという情報はあまり多くないようで

す。九州中部地域のこのような構造的な背景を

考えるためには、多くの営力や構造の総合的な

視点と互いの関連の解析が必要だと思われます

し、地域的な影響の受け方の差異を考慮するこ

とが必要です。  
	  
九九州州ににははどどののよよううにに力力ががかかかかっっててききたたかか、、かかかか

っってていいるるかか？？――中中部部九九州州ののテテククトトニニククスス  
九州のテクトニクスに関係する営力に関する

キーワードとして、フィリピン海プレートの沈

み込み、活火山活動、張力的応力場と沖縄トラ

フ、北西九州ホットリージョン、中央構造線の

活動、三次元地殻構造、アムールプレートの運

動などが考えられます。長岡（2001）によりま
とめられた九州および南西諸島周辺のプレート

境界とテクトニクス・火山の図に、上記のほぼ

すべての構造要素の分布が図示され、図から読

み取れる分布・方向・位置関係などの情報が説

明のために役にたつと考えられます。 
 
中中部部九九州州ににおおけけるる地地震震・・火火山山活活動動にによよるるスストトレレ

スス発発散散のの歴歴史史・・現現在在：：  
	 九州では、最近 30年間でも、1991年の雲仙
普賢岳、1995年の久住硫黄山、霧島、桜島、阿
蘇山での噴火が起こりました。また、鹿児島県

北部地震、福岡県西方沖地震、そして 2016 年
熊本地震と多くの地震が発生しました。このよ

うな地震・火山活動とテクトニクスの関係につ

いて考えてみます。 
	 先に述べた火山は、すべて活火山と呼ばれま

す。活火山は現在｢概概ねね過過去去 11 万万年年以以内内にに噴噴火火
ししたた火火山山及及びび現現在在活活発発なな噴噴気気活活動動ののああるる火火山山｣

（火山噴火予知連絡会、2003）と定義され、最

初は 108 でしたが、現在は 111 の火山がリスト

アップされています。	

これらの火山は、基本的に九州をやや東より

の南北方向に、由布・鶴見、久住から阿蘇、霧

島、桜島から南海上まで、琉球海溝と並行する

ように並んで、火山フロントと呼ばれています。

火山フロントの形成はフィリピン海プレートの

沈み込みと関連して解釈されます。雲仙火山の

場所は、それらから離れて中部九州の西端に位

置しています。これらの火山活動史のうち、重

要な画期は 30 万年前ころにあると考えられま

中中部部九九州州ののテテククトトニニククスス：：地地震震・・火火山山活活動動にによよるるスストトレレスス発発散散のの歴歴史史とと現現在在  
竹竹村村		 惠惠二二（（京京都都大大学学理理学学研研究究科科附附属属地地球球熱熱学学研研究究施施設設）） 
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す。阿蘇火山地域では、このころ以降に、4 回

の大規模のカルデラ形成の噴火（約 27 万年前、

14-15 万年前、13 万年前、9 万年前）があり、

九州中部を中心に大規模の火砕流で覆われまし

た（小野・渡辺，1983）。雲仙、久住、由布―鶴

見火山群の活動もこのころに活動の画期が認め

られます。30万年前頃の画期がなぜ起こったか

についてのテクトニクスからの情報は少ないよ

うです。それ以後のカルデラ噴火はどのように

準備されてきたのか、カルデラ噴火間の現在の

中央火口丘形成時の活動はどんなマグマ活動で

どのように推移するかなどは、重要な課題であ

り、現在の噴火予知に向けても大切です。現在

の中岳第一火口を中心とした活動のサイクルと

しては、非活動期には「湯だまり」と呼ばれる

火口湖が形成され、活動期には湯だまりが消失

して黒色砂状の火山灰を放出し、	赤熱噴石・ス

コリアの放出を伴うストロンボリ式噴火も発生

し、時には、激しい水蒸気噴火やマグマ水蒸気

噴火を起こすことがあります。現在の観測体制

はいろいろの地球物理学的観測から、そのよう

な変化の際の微小な変化をとらえつつあります。

現在の中央火口丘周辺のテクトニクスとマグマ

活動との関連をそのような情報に基づいて整理

することが重要です。	

地震と密接に関係する活断層は３つの条件が

必要で、比比較較的的最最近近にに活活動動しし、繰繰りり返返しし活活動動しし

てておおりり、今今後後もも活活動動すするる可可能能性性ががああるる断層と考

えられています。活断層が活動するということ

は地震が起こるということを意味するとみなさ

ん考えているようです。	

	 九州地域では、内陸活断層の活動による多く

の被害地震が記録されてきました。最近も 2005

年福岡県西方沖地震、1975 年大分県中部地震、

1997 年鹿児島県北西部地震、などが起こり、熊

本でも 1975 年阿蘇山北縁地震、1889 年熊本地

震が起こりましたが、地表変位をもたらすほど

の大きさでありませんでした。九州では、679

年筑紫地震や 1596 年慶長豊後地震などは地表

変位をもたらす規模の断層活動が推定されてい

ますが、今回の 2016 年熊本地震は、この規模に

相当すると考えられます。1995 年兵庫県南部地

震（阪神・淡路大震災）以後、国は地震調査研

究推進本部を中心に、大地を揺らす原因の断層

とその活動の長期評価を実施してきました。ま

た、平成 25 年（2013 年）には、九州地域の活

断層の長期評価をまとめました。それまでは基

盤的調査観測対象の活断層帯（地表長さ 20㎞以

上、活動度 B級＜0.1～1m/千年＞の個々の主要

活断層帯ごとに評価してきたものを、被害地震

を考慮して、周囲の活断層を総合的に評価する

ことが必要と考え、地域評価の手法を取り入れ

ることにしました。その結果、活断層と発生す

る M6.8 以上の地震発生確率（今後 30 年間）を

九州全域、九州北部・中部・南部という形で公

表しました。	

	 また、中部九州東部と四国の関係の評価も重

要になります。平成 28年度まで実施された「別

府―万年山断層帯の重点的な調査観測」の多様

な地球科学的総合的調査の成果から、中央構造

線からの横ずれ断層活動にともなう九州中部東

部の地下構造の形成過程のまとめや、現在の活

断層分布や活動時期の推定がなされました。	

テクトニクスの研究と理解は時間を考慮した

4 次元空間認識の考え方が重要になってきてお
り、それらを統合して、連続的変化とイベント

的事件の組み合わせで考えることが必要です。

火山活動では、カルデラ噴火とその間の火山活

動の消長、地震と断層活動では、断層活動によ

る地震の発生と静穏な時間の認識などです。た

とえば、大きな地震が確実に起こらなかった地

球科学的情報を収集して、長期間の変動に関す

る情報を整理していくことは大切な課題となり

ます。 
 
終終わわりりにに：：地地球球史史的的時時間間とと人人間間のの時時間間とと災災害害、、

素素因因とと誘誘因因  
		 2016年熊本地震は、地表に明瞭な断層変位を
ともなう被害地震でした。また、M７．３に達
する規模であったことも示されました。この規
模の地震は、地形学的な情報等に明瞭に記録・

保存される可能性が高いものです。しかし、地
震被害は、地表変位を伴わない規模の地震であ

っても生じることは私たちの歴史が示していま
す。カルデラ噴火やM７をこえる規模の地震を
起こす断層活動は、数千年～万年規模で起こっ
ています。しかし、その規模には達しない規模

の地震、マグマ噴火、マグマ水蒸気噴火などは、
私たち人生の中でくりかえし起こる可能性を秘

めています。普段の調査・観測はその推移や地
殻変動の様相を見守り、予測可能性等も含めて、

重要な位置を占めていると考えます。地震災
害・火山災害は大地の動きの規模（誘因）のみ

で決まるものではありません。私たちが住んで
いる大地の表面の地形・地質などの様相（自然
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素因）や私たちが作ってきた社会的様相（社会
素因）に大きく左右されます。災害と向き合い、

減災を進めるためには、大地の大きな変動に対
応できる社会の作り方にも目を向けることは重

要だと考えます。 
 
引用文献： 
地震調査研究推進本部 (2013) 九州地域の活断層地域評
価．

http://www.jishin.go.jp/evaluation/long_term_evalua
tion/regional_evaluation/kyushu-detail/ 

松本徰夫（1979）九州における火山活動と陥没構造に関
する諸問題．地質学論集，no.16, 127-139. 

長岡信治（2001）九州・南西諸島のテクトニクス, p.2	 図
1.1.1, 九州・南西諸島（日本の地形 7）（東京大学出版
会） 

小野晃司・渡辺一徳(1983) 阿蘇カルデラ．月刊地球, 44, 
73-82. 
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